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謹 啓 初 秋 の候、 先 生方 にお か れ ま し て は 益 々 ご健 勝 の こ と と お 慶 び 申 し 上 げま す。

こ の度、下 記 の 要領 に て第 ７ 回秋 田 県 前 立 腺 癌 研 究 会 を開 催 さ せ て 頂 く こ と にな り ま し た。 つ き ま し て は，

万障 お 繰 り 合 わせ の 上 ご 出 席賜 りま す よ う 何 卒 よ ろ し く お 願 い中 し 上 げま す。

諌１≡］

記

目 時：平誠１ ４年１ ０月 ９目 （水）１９：１５～

場 所：秋田 ビューホテ ル （４略 ：珊須の間）

（秋 田 市 中通 ２ － ６ －１ ＴＥＬ０１８－８３２－１１１１）

１、 製 品 紹 介 ｒリ ュー ブリ ン ＳＲ１ １，２５ の 概要」

武田薬品 工業株式会社 学術担当者

「プロス ター ル」

帝国臓器 製薬株式会社 学術担当者

２、 特 別 講演

座 長：秋 田大学医 学部泌 尿器科 学講座 教 授 加 藤 哲 郎 先生

「腹腔鏡下前立腺全摘除術の術式と治療成績」

東海大学医学部泌尿器科学講座 教授 寺 地 敏 郎 先生

※ 本 研 究会 当 日 １８：ＯＯ よ り 同会 場 にて ｒ前 立 腺 が ん検 診 研 修 会』 が 開 催 さ れ ます。

※会 の 当 日、 参 加 費塁２，ＯＯＯ を 申 し 受 け ま す。

※ 本 研 究会 は 日 本 医師 会 生涯 教 育 講 座 （３ 単 位〕 に認 定 さ れ て お り ま す。

※ 講 演会 終 了 後、 意 見 交換 の場 を用 意 し て お り ます。

以上

共 催 ：秋 田県 前立 腺 癌研究 会

武田 薬品 工 業 株式会 糺

帝国臓器製薬株式会糺



手術供覧：腹腔鏡下前立腺全摘除術

拝 啓 時 下ま す ます ご清 祥 のこ と とお 慶 び 申 し上 げ ま す。

同 封 の ご案 内 の通 り 平成 １４ 年 １０ 月 ９ 日 （水） に、 東 海 大 学医 学 部 泌尿 器 科 学

講 座教授 寺地 敏郎先 生が秋 田に来 られ ます。 先生は 腹腔鏡 下前立 腺全 摘除術

の 日本 に お ける 先 駆 者 で、 最 も 多 い 手術 経 験 を お 持 ち で す
。

先 生 の ご厚 意 に よ

り 当 日の朝、 本 手 術 の 実 演 を し て い た だ ける こ と にな り ま し た。 ビデ オ で はな

い、 エ キ スパ ー トに よ る生 の 手 術 手 技 をみ る こ と ので き る 貴 重 な機 会 で す。 興

味 のあ る方 は是 非 秋 田大 学 にお 越 し下 さ る よう ご 案内 申 し上 げ ま す。

敬具

記

手術 供覧：腹腔鏡下前立 腺全摘除術

術 者：東海大 学医学 部泌尿 器科学講座教 授 寺 地敏郎 先生

日 時： 平 成１４年 １０ 月 ９ 日 （水） 午 前９ ：３０ 執刀 予 定。

場 所： 秋田大 学医学 部附属 病院

中央手 術部 （３階）

・ 手術 の模 様 を大 画 面モ ニ ター に リ アル タイ ム で 上 映。

・ 術 者 へ の 質 問 も 可 能。

な お、 準備 の 都合 上、 参 加 の可 否 を別 紙 にて 金ｘ でお 知 ら せ い た だ け れ ば幸 甚 で

す。

秋田大学医 学部泌尿器科学講座

加藤 哲郎


